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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第10期

第２四半期
連結累計期間

第11期
第２四半期
連結累計期間

第10期

会計期間
自　平成27年１月１日
至　平成27年６月30日

自　平成28年１月１日
至　平成28年６月30日

自　平成27年１月１日
至　平成27年12月31日

売上高 （千円） 2,298,898 2,661,820 5,069,357

経常利益又は経常損失（△） （千円） △173,426 303,598 19,160

親会社株主に帰属する四半期純損

失（△）又は親会社株主に帰属す

る当期純利益

（千円） △115,751 △128,869 10,859

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △114,039 △142,498 2,689

純資産額 （千円） 2,982,213 2,962,875 3,099,288

総資産額 （千円） 3,680,206 3,693,842 3,645,146

１株当たり四半期純損失金額

（△）又は１株当たり当期純利益

金額

（円） △4.12 △4.59 0.39

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － 0.38

自己資本比率 （％） 80.1 79.5 84.2

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △41,478 526,813 △89,331

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △293,933 △71,796 △402,124

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 1,072 6,086 1,418

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 2,100,856 2,405,270 1,944,166

 

回次
第10期

第２四半期
連結会計期間

第11期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日

自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日

１株当たり四半期純損失金額

（△）
（円） △1.54 △8.05

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期純損失（△）又は当期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純損失（△）又は親

会社株主に帰属する当期純利益」としております。

４．第10期第２四半期連結累計期間及び第11期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失金額であるため、記載しておりま

せん。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

　なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）

等を適用し、「四半期純損失」を「親会社株主に帰属する四半期純損失」としております。

 

(1）経営成績の分析

　当社グループが事業を展開するインターネット業界は、スマートデバイスの普及拡大を背景に、引き続きイン

ターネット利用が増加傾向にあります。

　このような事業環境の中、当社グループでは、サービス開発力を活かし、求人情報メディアを始めとする複数の

インターネットメディアを運営しております。

　当第２四半期連結累計期間につきましては、転職クチコミサイト「転職会議」のマネタイズ強化や、正社員転職

サイト「ジョブセンスリンク」の採用率向上に向けた求職者向け電話サポート強化等の施策が奏効したほか、株式

会社wajaの連結化に伴う売上寄与もあり、当第２四半期連結累計期間における売上高は2,661,820千円（前年同期

比15.8％増）となりました。費用面では、従業員数増加に伴い人件費が増加したものの、広告出稿の効率化により

広告宣伝費を圧縮した結果、経常利益は303,598千円（前年同期は経常損失173,426千円）と大きく改善いたしまし

た。一方で、平成27年4月に連結子会社化した株式会社wajaに係るのれん等について、現状の事業状況を踏まえ再

検討した結果、減損損失として318,058千円を計上することとなりました。このため、親会社株主に帰属する四半

期純損失は128,869千円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失115,751千円）となりました。

 

各事業の業績は、次のとおりであります。

ａ．求人情報メディア事業

　求人情報メディア事業におきましては、成功報酬型ビジネスモデルを活用したアルバイト求人サイト「ジョブ

センス」、正社員転職サイト「ジョブセンスリンク」、派遣社員求人サイト「ジョブセンス派遣」の３サイトに

加え、転職クチコミサイト「転職会議」、新卒就活サービス「就活会議（β版）」を分類しております。

　当第２四半期連結累計期間につきまして、「ジョブセンス」では、応募率・採用率向上に繋がる施策等に取り

組み一定の効果が見え始めたものの、前年同期比では広告宣伝費圧縮の影響により、売上高が7.7％減少いたし

ました。「ジョブセンスリンク」では、求職者の採用率の向上を目的とした電話サポートの強化等に注力しまし

た。また、「転職会議」は、求人紹介企業へのユーザー送客を始めとするマネタイズチャネルが引き続き順調に

拡大しております。

　この結果、売上高は2,253,556千円（前年同期比5.5％増）、セグメント利益は900,452千円（前年同期比

155.6％増）となりました。

　各サイトの売上高は、次のとおりであります。

・ジョブセンス： 1,121,526千円（前年同期比　　7.7％減）

・ジョブセンスリンク： 664,191千円（前年同期比　 10.1％増）

・転職会議： 419,121千円（前年同期比　 77.7％増）

・その他（ジョブセンス派遣、就活会議）： 48,716千円（前年同期比　 40.9％減）

 

ｂ．不動産情報メディア事業

　不動産情報メディア事業におきましては、成功報酬型ビジネスモデルを活用した賃貸情報サイト「door賃貸」

に加え、当第２四半期連結累計期間より、不動産情報サービス「IESHIL（イエシル）（β版）」を分類しており

ます。

　当第２四半期連結累計期間は、「door賃貸」にて一部顧客の契約見直し等があり、売上高は129,921千円（前

年同期比11.3％減）となりました。セグメント損失は、新規事業である「IESHIL（イエシル）（β版）」の立ち

上げ費用により24,759千円（前年同期はセグメント利益16,024千円）となりました。
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EDINET提出書類

株式会社リブセンス(E26032)

四半期報告書

 4/20



　イーコマース事業におきましては、連結子会社である株式会社wajaが運営する海外ファッションECサイト

「waja」等を分類しており、貸借対照表は平成27年12月期第２四半期から、損益計算書は同第３四半期から連結

しております。

　当第２四半期連結累計期間におきましては、会員向けのメールマーケティング強化や取扱商品の拡充等に取り

組んだ結果、売上高は227,382千円、セグメント損失は42,991千円となりました。

 

d．その他事業

　その他事業におきましては、テスト運用中のサービスを含む複数の新規事業及び検索エンジン対策を中心とし

たWebマーケティングに関する助言業務による収入等を分類しております。

　新規事業では、株式会社ユニラボとの共同運営によるビジネス比較・発注サイト「imitsu（アイミツ）」や、

医療情報サイト「治療ノート（β版）」の利用拡大や早期収益化に取り組んでおります。

　この結果、その他事業の売上高は50,959千円、セグメント損失は41,668千円となりました。

 

(2）財政状態の分析

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は3,693,842千円となり、前連結会計年度末に比べ48,695千円増加

いたしました。これは主に、現金及び預金の増加461,103千円、売掛金の減少33,692千円及びのれんの減少329,677

千円によるものであります。

　当第２四半期連結会計期間末における負債合計は、730,966千円となり、前連結会計年度末に比べ185,108千円増

加いたしました。これは主に、未払金の増加71,189千円及び未払法人税等の増加119,879千円によるものでありま

す。

　当第２四半期連結会計期間末における純資産は2,962,875千円となり、前連結会計年度末に比べ136,412千円減少

いたしました。これは主に、利益剰余金の減少128,869千円によるものであります。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は前連結会計年度末よ

り461,103千円増加し、2,405,270千円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの

状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において営業活動により得られた資金は、526,813千円（前年同期は41,478千円の支

出）となりました。

　これは主に、税金等調整前四半期純損失14,460千円、減価償却費35,565千円、のれんの償却額21,978千円、減損

損失318,058千円、売上債権の減少額35,891千円及び未払金の増加額70,839千円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において投資活動により使用した資金は、71,796千円（前年同期は293,933千円の支

出）となりました。

　これは主に、有形固定資産の取得による支出17,193千円、無形固定資産の取得による支出45,784千円及び投資有

価証券の取得による支出17,829千円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において財務活動により得られた資金は6,086千円（前年同期は1,072千円の収入）と

なりました。

　これは、株式の発行による収入86千円、非支配株主からの払込による収入6,000千円によるものであります。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 96,000,000

計 96,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成28年６月30日）

提出日現在
発行数（株）

（平成28年８月15日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 28,099,200 28,099,200
東京証券取引所

（市場第一部）

完全議決権株式であり、株主とし

ての権利内容に何ら限定のない当

社における標準となる株式であり

ます。また、１単元の株式数は、

100株となっております。

計 28,099,200 28,099,200 － －

（注）　提出日現在発行数には、平成28年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は、含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成28年４月１日～

平成28年６月30日（注）
3,200 28,099,200 43 232,110 43 217,110

（注）　新株予約権の行使による増加であります。
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（６）【大株主の状況】

  平成28年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

村上　太一 東京都大田区 13,744,600 48.91

桂　大介 東京都目黒区 2,698,000 9.60

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８－11 476,300 1.69

株式会社SBI証券 東京都港区六本木１丁目６-１ 162,900 0.57

BNY GCM CLIENT ACCOUNT JPRD AC

ISG (FE-AC)

PETERBOROUGH COURT 133 FLEET STREET

LONDON EC4A 2BB UNITED KINGDOM
161,800 0.57

岩崎　優一 東京都品川区 152,000 0.54

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口１）
東京都中央区晴海１丁目８－11 151,600 0.53

中田　忠雄 神奈川県茅ヶ崎市 150,000 0.53

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11-３ 146,200 0.52

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口５）
東京都中央区晴海１丁目８－11 143,500 0.51

計 － 17,986,900 63.97
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式        300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 28,094,100 280,941 －

単元未満株式 普通株式      4,800 － －

発行済株式総数 28,099,200 － －

総株主の議決権 － 280,941 －

 

②【自己株式等】

平成28年６月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社リブセンス
東京都品川区上大崎

２丁目25番２号
300 － 300 0.00

計 － 300 － 300 0.00

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年４月１日から平

成28年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年１月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

（平成27年12月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成28年６月30日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,954,166 2,415,270

売掛金 625,222 591,530

商品 4,620 5,508

その他 201,002 172,540

流動資産合計 2,785,012 3,184,849

固定資産   

有形固定資産 131,489 113,357

無形固定資産   

のれん 329,677 －

その他 75,806 111,340

無形固定資産合計 405,483 111,340

投資その他の資産   

その他 330,510 290,138

貸倒引当金 △7,350 △5,843

投資その他の資産合計 323,160 284,295

固定資産合計 860,133 508,993

資産合計 3,645,146 3,693,842

負債の部   

流動負債   

買掛金 9,236 10,484

未払金 174,160 245,349

未払法人税等 3,610 123,489

賞与引当金 39,909 47,790

ポイント引当金 850 793

その他 314,397 299,440

流動負債合計 542,165 727,348

固定負債   

資産除去債務 2,903 2,916

その他 789 701

固定負債合計 3,693 3,617

負債合計 545,858 730,966

純資産の部   

株主資本   

資本金 232,067 232,110

資本剰余金 217,067 220,560

利益剰余金 2,616,627 2,487,758

自己株式 △856 △856

株主資本合計 3,064,906 2,939,572

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 4,085 △3,417

その他の包括利益累計額合計 4,085 △3,417

新株予約権 13,766 13,766

非支配株主持分 16,530 12,953

純資産合計 3,099,288 2,962,875

負債純資産合計 3,645,146 3,693,842
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年６月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年１月１日
　至　平成28年６月30日)

売上高 2,298,898 2,661,820

売上原価 163,543 264,019

売上総利益 2,135,355 2,397,801

販売費及び一般管理費 ※１ 2,306,859 ※１ 2,101,192

営業利益又は営業損失（△） △171,504 296,608

営業外収益   

受取利息 551 184

クーポン失効益 － 9,196

補助金収入 － 1,500

投資事業組合運用益 － 2,293

違約金収入 984 －

その他 1,558 478

営業外収益合計 3,094 13,652

営業外費用   

為替差損 46 1,862

投資有価証券評価損 1,500 4,800

投資事業組合運用損 3,145 －

その他 324 －

営業外費用合計 5,016 6,662

経常利益又は経常損失（△） △173,426 303,598

特別利益   

投資有価証券売却益 34,335 －

特別利益合計 34,335 －

特別損失   

減損損失 － 318,058

特別損失合計 － 318,058

税金等調整前四半期純損失（△） △139,091 △14,460

法人税、住民税及び事業税 75 115,026

法人税等調整額 △23,415 5,510

法人税等合計 △23,339 120,536

四半期純損失（△） △115,751 △134,996

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） － △6,126

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △115,751 △128,869
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年６月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年１月１日
　至　平成28年６月30日)

四半期純損失（△） △115,751 △134,996

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 787 △7,502

為替換算調整勘定 924 －

その他の包括利益合計 1,711 △7,502

四半期包括利益 △114,039 △142,498

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △114,039 △136,372

非支配株主に係る四半期包括利益 － △6,126
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年６月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年１月１日
　至　平成28年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △139,091 △14,460

減価償却費 20,141 35,565

のれん償却額 － 21,978

減損損失 － 318,058

賞与引当金の増減額（△は減少） 7,441 7,881

ポイント引当金の増減額（△は減少） － △57

貸倒引当金の増減額（△は減少） 12,064 △1,507

株式報酬費用 674 －

受取利息 △551 △184

投資有価証券評価損益（△は益） 1,500 4,800

投資有価証券売却損益（△は益） △34,335 －

投資事業組合運用損益（△は益） 3,145 △2,293

売上債権の増減額（△は増加） △125,997 35,891

たな卸資産の増減額（△は増加） － △887

買掛金の増減額（△は減少） － 1,247

未払金の増減額（△は減少） 183,604 70,839

未払消費税等の増減額（△は減少） △17,143 △4,746

その他の資産の増減額（△は増加） △22,125 35,403

その他の負債の増減額（△は減少） 7,821 △4,051

小計 △102,850 503,479

利息の受取額 184 155

法人税等の支払額 △13,604 △3,298

法人税等の還付額 74,792 26,476

営業活動によるキャッシュ・フロー △41,478 526,813

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △11,117 △17,193

無形固定資産の取得による支出 △1,561 △45,784

投資有価証券の取得による支出 △23,870 △17,829

コンテンツ譲渡による収入 － 3,750

投資事業組合からの分配による収入 － 4,891

投資有価証券の売却による収入 53,584 －

敷金及び保証金の差入による支出 △42,667 △2,028

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
△268,301 －

その他 － 2,396

投資活動によるキャッシュ・フロー △293,933 △71,796

財務活動によるキャッシュ・フロー   

株式の発行による収入 950 86

新株予約権の発行による収入 122 －

非支配株主からの払込みによる収入 － 6,000

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,072 6,086

現金及び現金同等物に係る換算差額 927 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △333,411 461,103

現金及び現金同等物の期首残高 2,434,267 1,944,166

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 2,100,856 ※１ 2,405,270
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」とい

う。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基

準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動

による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法

に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理

の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させ

る方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の

変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度について

は、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業分

離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将来に

わたって適用しております。

　　これによる損益に与える影響は軽微であります。

 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実

務上の取扱い」（実務対応報告第32号　平成28年６月17日）を当第２四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１

日以後に取得した建物附属設備に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、この変更による当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。
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（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年６月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年１月１日
　至　平成28年６月30日)

広告宣伝費 934,352千円 522,666千円

給料 539,161千円 741,976千円

貸倒引当金繰入額 15,943千円 1,619千円

賞与引当金繰入額 29,290千円 46,176千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次

のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成27年１月１日
至　平成27年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成28年１月１日
至　平成28年６月30日）

現金及び預金 2,110,856千円 2,415,270千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △10,000千円 △10,000千円

現金及び現金同等物 2,100,856千円 2,405,270千円
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成27年１月１日　至　平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
求人情報
メディア
事業

不動産情報
メディア
事業

イーコマー
ス事業

計

売上高         

外部顧客への売上高 2,136,458 146,459 － 2,282,917 15,980 2,298,898 － 2,298,898

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － － － － －

計 2,136,458 146,459 － 2,282,917 15,980 2,298,898 － 2,298,898

セグメント利益又は損失

（△）
352,327 16,024 － 368,352 △57,656 310,696 △482,200 △171,504

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、Webマーケティングに関する助言

業務等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、全社費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

　「イーコマース事業」セグメントにおいて、株式会社wajaの株式を取得し、連結子会社としたことによ

りのれんが発生しております。なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第２四半期連結累計期間にお

いては351,656千円であります。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成28年１月１日　至　平成28年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
求人情報
メディア
事業

不動産情報
メディア
事業

イーコマー
ス事業

計

売上高         

外部顧客への売上高 2,253,556 129,921 227,382 2,610,861 50,959 2,661,820 － 2,661,820

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － － － － －

計 2,253,556 129,921 227,382 2,610,861 50,959 2,661,820 － 2,661,820

セグメント利益又は損失

（△）
900,452 △24,759 △42,991 832,701 △41,668 791,033 △494,424 296,608

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、Webマーケティングに関する助言

業務等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、全社費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

前第２四半期連結会計期間において株式会社wajaの株式を取得し、連結範囲に含めたことに伴い、報告

セグメントを「求人情報メディア事業」、「不動産情報メディア事業」及び「イーコマース事業」の３

区分に変更しております。

　また、当第２四半期連結会計期間より、組織変更により事業区分を変更しております。

主な変更として、「その他」に含めていた「IESHIL（イエシル）（β版）」を不動産情報メディア事業

に含めております。

　なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の区分方法により作成したものを記載

しております。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　(固定資産に係る重要な減損損失)

「イーコマース事業」セグメントにおいて、事業用資産及び子会社に係るのれんについては、当初想定して

いた収益が見込めなくなったことから、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として

計上しております。

　なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては318,058千円であります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
（自　平成27年１月１日
至　平成27年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成28年１月１日
至　平成28年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 4円12銭 4円59銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失金額（千円） 115,751 128,869

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純損

失金額（千円）
115,751 128,869

普通株式の期中平均株式数（株） 28,066,606 28,096,225

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜

在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が

あったものの概要

－ －

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損

失金額であるため、記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年８月９日

株式会社リブセンス
 

 取締役会　御中 

 

 有限責任監査法人　トーマツ 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 瀬戸　卓　　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 浅井　則彦　　㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社リブ

センスの平成28年１月１日から平成28年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成28年４月１日か

ら平成28年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年１月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社リブセンス及び連結子会社の平成28年６月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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